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町 の 人 口 

(49年n月末日現在） 

4,引8人 

4, 782人 

9, 100人 

2, 782世帯 
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東
の
空
が
白
む
頃
窓
を
走
る
外
の
景
 

色
は
日
本
の
東
北
地
方
の
田
園
風
景
と
 

な
ん
ら
変
り
な
く
ま
ば
ら
に
点
在
す
る
 

民
家
の
建
物
だ
け
が
特
有
の
白
っ
ぼ
き
 

で
イ
タ
リ
ア
を
思
わ
せ
る
。
 

十
月
九
日
定
刻
午
前
九
時
に
列
車
は
 

映
画
，
終
着
駅
‘
で
我
が
国
に
も
紹
介
 

さ
れ
た
ロ
ー
マ
の
テ
ル
ミ
ー
ニ
駅
に
到
 

着
す
る
。
 

中
央
出
口
前
に
日
本
交
通
公
社
の
貸
 

切
バ
ス
が
既
に
我
々
の
到
着
を
ガ
ィ
ド
 

と
一
緒
に
待
っ
て
い
て
く
れ
る
。
ラ
イ
 

セ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
イ
タ
リ
ア
人
デ
ィ
ナ
 

・
サ
ン
タ
ロ
ー
サ
女
史
が
流
暢
な
日
本
 

語
で
「
皆
さ
ん
よ
う
こ
そ
ロ
ー
マ
に
い
 

ら
っ
し
や
い
ま
し
た
」
と
歓
迎
の
挨
拶
 

ローマにて】 ' 門
 

正
 

場
 

工
 

ノレ 

‘

ノ

）

 

の
あ
と
、
古
代
ロ
ー
マ
の
歴
史
や
滞
在
 

中
の
注
意
や
、
買
物
の
場
所
方
法
等
を
 

詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
る
。
 

車
は
ガ
イ
ド
助
手
の
日
本
人
金
田
氏
 

の
案
内
で
古
代
ロ
ー
マ
の
都
会
生
活
の
 

中
心
地
と
し
て
栄
え
た
フ
オ
ー
ロ
ロ
マ
 

ー
ノ
の
遺
路
を
最
初
に
コ
ロ
ッ
セ
オ
円
 

形
闘
技
場
カ
タ
コ
ン
べ
（
地
下
墓
地
）
 

カ
ラ
カ
ラ
大
浴
場
、
マ
ツ
シ
モ
競
技
場
 

パ
ン
テ
オ
ン
、
真
実
の
口
の
広
場
等
の
 

名
所
史
跡
を
午
前
中
に
案
内
し
て
く
れ
 

る。 我
々
の
先
祖
が
ま
だ
穴
居
生
活
を
し
 

て
い
た
弥
生
時
代
に
同
じ
地
球
上
に
近
 

代
都
市
機
能
を
揃
え
た
ロ
ー
マ
帝
国
が
 

存
在
し
て
い
た
と
は
信
じ
得
な
い
程
の
 

す
ば
ら
し
い
建
物
、
遺
跡
ば
か
り
で
あ
 

る
。
昼
食
に
は
イ
タ
リ
ァ
料
理
を
た
っ
 

ぶ
り
と
味
あ
わ
せ
て
く
れ
る
r

こ
こ
で
 

も
フ
ラ
ン
ス
同
様
食
事
に
ず
い
ぶ
ん
と
 

時
間
を
か
け
る
。
 

食
後
、
車
は
再
び
我
々
を
ヴ
ア
チ
カ
 

ソ
市
の
サ
ン
・
ピ
エ
1
ト
ロ
大
寺
院
え
 

と
案
内
す
る
。
面
積
四
四
ヘ
ク
タ
l

ル
 

人
口
わ
ず
か
二
千
人
の
こ
の
カ
ト
リ
ツ
 

ク
教
会
の
長
で
あ
る
法
王
の
統
治
下
に
 

あ
る
。
 

こ
の
大
寺
院
は
世
界
各
地
の
キ
リ
ス
 

ト
教
信
者
の
信
仰
の
中
心
地
で
あ
り
、
 

地
球
の
凡
て
の
果
て
か
ら
来
る
巡
礼
者
 

の
目
標
で
あ
る
と
と
も
に
、
我
々
観
光
 

客
に
と
っ
て
も
、
そ
の
建
築
美
と
雄
大
 

さ
と
．
中
に
所
有
す
る
芸
術
の
無
限
の
 

ィ
 

豊
冨
さ
は
暫
し
見
る
者
を
し
て
悦
惚
と
 

さ
せ
る
。
 

な
か
で
も
ミ
ケ
ラ
ン
ゼ
ロ
の
傑
作
 

I
ピ
エ
タ
‘
 
の
聖
母
マ
リ
ア
の
悲
し
み
 

と
憂
い
る
含
ん
だ
清
純
な
姿
は
今
で
も
 

私
の
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。
車
は
最
後
 

に
我
々
を
ト
レ
ヴ
イ
の
泉
え
と
案
内
し
 

て
く
れ
る
。
伝
説
で
は
泉
を
背
に
し
て
 

コ
イ
ン
を
投
げ
る
と
再
び
ロ
ー
マ
を
訪
 

れ
る
こ
と
が
で
き
る
‘
と
し
て
全
員
が
 

次
々
と
コ
イ
ン
を
投
げ
て
午
後
四
時
過
 

ぎ
に
ホ
テ
ル
パ
ラ
テ
ィ
ノ
に
到
着
、
荷
 

物
を
部
屋
に
置
い
て
青
柳
君
と
二
人
で
 

イ
タ
リ
ア
の
日
本
大
使
館
を
訪
問
、
受
 

付
に
て
田
中
六
助
先
生
の
紹
介
状
を
手
 

渡
す
と
竹
内
大
使
が
直
接
会
っ
て
下
さ
 

る。 来
伊
の
目
的
を
詳
細
に
説
明
す
る
と
 

中
村
」
等
書
記
官
を
部
屋
に
呼
び
各
所
 

に
電
話
連
絡
を
し
て
我
々
の
目
的
が
達
 

せ
ら
れ
る
べ
く
こ
ま
ご
ま
と
手
は
ず
を
 

し
て
下
さ
る
。
 

明
日
午
前
十
時
国
立
美
術
学
校
の
ニ
 

ー
ノ
・
カ
ル
ー
ゾ
教
授
が
私
達
に
会
っ
 

下
さ
る
と
の
約
東
が
出
来
た
と
き
に
は
 

胸
の
と
き
め
き
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
 

な
か
っ
た
．
 

そ
の
人
は
エ
ッ
ト
ー
レ
・
ソ
ッ
ト
サ
 

ス
氏
や
ピ
エ
ロ
・
フ
オ
ル
ナ
セ
ッ
テ
ィ
 

氏
と
並
ん
で
、
今
イ
タ
り
ア
の
著
名
な
 

陶
器
関
係
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
一
人
で
 

あ
る
こ
と
を
渡
欧
前
の
予
備
知
識
と
し
 

て
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
 

明
日
と
明
後
日
の
視
察
日
程
の
手
は
 

ず
を
す
べ
て
整
え
て
い
た
だ
き
湯
茶
等
 

ご
馳
走
に
な
り
な
が
ら
イ
タ
リ
ア
の
政
 

治
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
 

下
さ
る
。
 

国
内
で
も
私
は
、
こ
ん
な
に
親
切
に
 

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
な
い
。
 

ま
し
て
異
国
で
の
親
切
は
生
涯
忘
れ
る
 

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
 

午
後
七
時
過
ぎ
暇
を
告
げ
て
ホ
テ
ル
 

に
帰
る
。
 

次
号
へ
つ
づ
く
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報
 

広
 

剣
道
部
鏡
開
き
に
 

親

善

試

合

ガ

 

新
春
恒
例
の
鏡
開
き
を
、
 
一
月
十
一
一
 

日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
、
方
城
町
少
 

年
剣
道
部
を
招
待
し
、
親
善
試
合
を
兼
 

ね
て
行
な
い
ま
し
た
。
 

当
町
少
年
剣
士
四
十
名
（
内
少
女
剣
 

士
五
名
）
。
方
城
町
少
年
部
よ
り
二
十
 

名
の
豆
剣
士
が
、
初
春
に
ふ
さ
わ
し
い
 

一
お
知
ら
せ
 

東
京
田
川
学
舎
 

け
 

入

寮

生

の

募

集

 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

《J 
一

」

 

田
川
市
郡
の
在
住
者
で
東
京
及
び
東
 

京
近
郊
の
大
学
に
在
学
す
る
学
生
の
た
 

め
に
田
川
市
が
東
京
田
川
学
舎
（
学
生
 

寮
）
を
経
営
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
年
 

度
入
寮
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
入
 

寮
希
望
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
お
 

り
ま
す
の
で
案
内
い
た
し
ま
す
。
 

記
 

1
、
募
集
人
員
 

十
五
名
 

2
、
申
込
期
間
 

3
、 

二
月
二
十
日
ー
三
月
十
日
 

寮
 
費
 

月
一
万
一
千
円
（
舎
費
四
千
五
百
 

円
、
食
費
六
千
五
百
円
）
 

4
、
申
込
先
 

5
、 

田
川
市
中
央
町
一
の
】
 

田
川
市
教
育
委
員
会
 
庶
務
係
 

所
在
地
 

埼
玉
県
上
福
岡
市
西
原
町
一
の
ー
 

の
四
（
国
鉄
池
袋
駅
か
ら
東
上
線
 

上
福
岡
駅
ま
で
三
十
分
）
 

初
雪
の
降
る
厳
寒
に
も
負
け
ず
全
員
準
 

備
体
操
後
、
素
振
り
の
あ
と
有
段
者
へ
 

の
掛
り
稽
古
で
寒
気
を
ふ
っ
飛
ば
し
、
 

武
末
二
段
の
演
ず
る
新
影
流
居
合
の
見
 

事
な
太
刀
さ
ば
き
と
裂
ぱ
く
の
気
合
に
 

会
場
せ
き
と
し
て
声
な
く
、
唯
々
そ
の
 

演
技
に
魅
せ
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
ま
し
 

た。 小
憩
の
後
、
親
善
試
合
を
開
始
、
日
 

頃
錬
磨
の
技
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
自
 

【親善試合に熱気こもる少年剣士たち】 

ート 

一
方
通
行
規
制
に
い
て
 

赤
池
町
派
出
所
前
の
町
道
に
つ
い
て
 

通
学
児
童
の
安
全
確
保
と
交
通
流
の
明
 

確
な
配
分
を
行
う
た
め
図
の
と
お
り
一
 

方
通
行
（
終
日
）
に
す
る
こ
と
に
し
ま
 

し
た
の
で
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

尚
、
実
施
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
で
 

き
る
限
り
す
み
や
か
に
行
な
う
予
定
で
 

す。 

、

→

県

道

小

竹
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バ
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位置図
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n皿 
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一

 

交
通
ル
ー
ル
を
 

正
し
く
守
ろ
う
／
 

県道田川 

交
通
事
故
は
、
運
転
者
、
歩
行
者
の
 

あ
せ
り
、
又
は
急
ぎ
の
心
理
に
よ
り
発
 

生
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
特
に
車
 

の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
原
因
す
る
 

も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
悲
し
い
交
 

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
ひ
と
り
ひ
 

と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
り
楽
 

し
い
町
に
す
る
よ
う
住
民
一
人
ひ
と
り
 

軍
の
一
足
一
刀
に
一
喜
一
憂
手
に
汗
を
 

に
ぎ
る
熱
戦
を
展
開
、
参
加
者
に
も
豆
 

剣
士
の
上
達
は
勿
論
気
合
な
ど
十
分
満
 

足
さ
せ
得
た
事
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
 

午
後
か
ら
伊
川
会
長
の
挨
拶
と
講
評
 

の
後
、
お
母
さ
ん
方
の
心
づ
く
し
の
暖
 

か
い
「
ぜ
ん
ざ
い
」
 
に
全
員
舌
鼓
を
う
 

ち
な
が
ら
、
稽
古
の
疲
れ
も
忘
れ
に
こ
 

や
か
に
打
ち
解
け
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
 

い
た
し
ま
た
。
 

最
後
に
終
日
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
 

た
お
母
さ
ん
方
に
た
い
し
、
本
紙
面
を
 

借
用
の
上
、
剣
道
部
一
同
心
か
ら
厚
く
 

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

尚
、
剣
道
部
で
は
一
般
及
少
年
部
員
 

の
入
部
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
 

子
ど
も
の
偏
食
の
原
因
 

幼
児
の
偏
食
の
原
因
は
、
子
ど
も
の
 

側
よ
り
も
親
の
気
の
持
ち
方
に
関
係
深
 

い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

イ
 
理
想
的
な
食
事
に
と
ら
わ
れ
す
 

ぎ
て
は
い
ま
せ
ん
か
．
 

が
注
意
し
あ
つ
て
交
通
事
故
撲
滅
に
ご
 

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
 

赤
池
町
観
世
流
 

謡
曲
同
好
会
が
発
足
ノ
 

町
内
在
住
者
で
観
世
流
謡
曲
の
同
好
 

会
が
昨
年
十
一
月
三
十
日
町
民
会
館
で
 

発
足
し
ま
し
た
．
当
日
の
出
席
者
十
余
 

人
で
 
「
鶴
亀
」
 

「
羽
衣
」
な
ど
五
番
を
 

演
じ
た
。
 

次
回
は
一
月
二
＋
六
日
町
民
会
館
開
 

催
を
皮
切
り
に
年
数
回
定
例
会
を
も
ち
 

ま
す
。
同
会
は
わ
が
国
の
古
い
伝
統
芸
 

能
を
通
じ
て
町
民
相
互
の
親
睦
を
は
か
 

る
と
と
も
に
町
の
文
化
活
動
の
一
翼
を
 

に
な
う
こ
と
と
思
い
ま
す
．
 

尚
、
同
好
会
で
は
、
町
民
各
位
の
参
 

加
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
初
心
者
へ
 

は
指
導
者
も
紹
介
す
る
そ
う
で
す
。
 

連
絡
先
 

草
場
 
日
高
正
行
氏
 

赤
池
 
柴
田
幹
也
氏
 

お
 

礼
 

一
、
金
一
封
 
熊
谷
直
文
殿
 

亡
母
 
ミ
ョ
殿
 

（
十
三
支
所
）
 

栄
養
価
偏
重
、
時
間
ど
お
り
規
則
正
し
 

く
食
べ
さ
せ
よ
う
と
し
て
無
理
じ
い
し
 

な
い
こ
と
。
 

ロ
 

子
ど
も
は
両
親
の
好
き
き
ら
い
 

の
ま
ね
を
す
る
。
 

子
ど
も
の
ま
え
で
「
こ
ん
な
も
の
食
べ
 

ら
れ
る
か
」
な
ど
と
い
う
父
親
は
い
ま
 

せ
ん
か
。
男
の
子
は
父
親
が
き
ら
い
と
 

い
え
ば
「
ぽ
く
も
き
ら
い
」
と
い
い
だ
 

す
も
の
で
す
。
 

ハ
 

早
合
点
は
禁
物
 

一
度
食
べ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
き
 

ら
い
だ
と
き
め
な
い
こ
と
。
同
じ
食
物
 

で
も
味
、
に
お
い
、
温
度
、
季
節
に
よ
 

っ
て
も
変
り
ま
す
。
根
気
よ
く
与
え
る
 

こ
と
で
す
。
 

ニ 

暗
示
に
か
か
り
や
す
い
。
 

子
ど
も
の
ま
え
で
 
「
こ
の
子
は
O
O
が
 

き
ら
い
で
」
な
ど
と
は
間
違
っ
て
も
い
 

わ
な
い
こ
と
。
乗
物
に
酔
い
や
す
い
子
 

に
「
き
も
ち
悪
く
な
い
？
」
と
聞
く
と
 

と
た
ん
に
具
合
悪
く
な
る
の
と
同
じ
、
 

す。 ホ
 
間
食
を
控
え
る
。
 

偏
食
を
な
お
す
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
 

も
「
お
な
か
を
す
か
せ
る
こ
と
」
 
で
 

す
。
食
欲
の
な
い
と
き
は
間
食
を
控
え
 

る
こ
と
。
 

と
く
に
ア
メ
類
は
い
け
ま
せ
ん
。
あ
 

ま
り
食
欲
が
な
い
と
き
や
偏
食
の
ひ
ど
 

い
と
き
は
病
気
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
 

見
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
 

あ
ま
り
神
経
質
に
な
る
と
ま
す
ま
す
悪
 

い
結
果
に
な
り
ま
す
。
 

一
、
金
一
封
 
和
田
房
枝
殿
 

亡
夫
 
到
殿
 

（
十
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
篠
原
省
吾
殿
 

亡
父
 
伴
蔵
殿
 

（
十
五
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
平
原
捨
男
殿
 

亡
父
 

一
部
殿
 

（
二
十
ニ
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
高
津
章
造
殿
 

亡
母
 
繁
子
殿
 

（
十
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
柴
田
ツ
ヤ
ノ
殿
 

亡
義
母
 
ウ
メ
ノ
殿
 

（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
吉
窪
穂
積
殿
 

亡
義
父
 
次
雄
殿
 

（
十
七
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
河
村
テ
ル
コ
殿
 

亡
父
 
政
雄
殿
 

（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
十
時
募
殿
 

亡
 
秋
田
ト
ミ
殿
 

（
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
太
田
黒
ツ
ル
殿
 

亡
夫
 
常
男
殿
 

（
十
六
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
河
村
誉
喜
雄
殿
 

亡
妻
 

マ
ッ
ェ
殿
 

（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
八
隅
広
市
殿
 

亡
姉
 
キ
ョ
子
殿
 

（
六
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
木
月
繁
美
殿
 

亡
母
 
キ
ョ
殿
 

（
二
＋
二
支
所
）
 

以
上
香
典
返
し
と
し
て
 

一
金
五
万
円
也
 
居
原
鉄
男
殿
 

顧
客
へ
の
中
元
贈
答
を
廃
し
て
 

以
上
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

県
下
一
斉
ネ
ズ
ミ
駆
除
 

運
動
の
実
施
に
つ
い
て
 

そ
族
駆
除
は
防
疫
上
、
極
め
て
重
要
 

で
あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
 

お
り
で
す
が
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
 

い
て
は
、
県
地
区
衛
生
連
合
会
主
催
、
 

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
 

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
【
在
宅
投
 

票
】
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
 

と
が
で
き
る
身
体
障
害
者
、
ま
た
は
戦
 

傷
病
者
で
あ
る
も
の
は
次
の
よ
う
な
人
 

が
該
当
し
ま
す
。
 

m
 
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
四
条
に
規
 

定
す
る
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
 

身
体
障
害
者
手
帳
に
、
両
下
肢
等
の
 

障
害
の
程
度
が
、
両
下
肢
も
し
く
は
 

体
幹
の
障
害
に
あ
っ
て
は
一
級
も
し
 

く
は
二
級
、
心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
 

は
呼
吸
器
の
障
害
に
あ
っ
て
は
一
級
 

も
し
く
は
三
級
で
あ
る
者
 

②
 
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
第
二
条
第
 

一
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
に
つ
い
 

て
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
両
下
肢
 

等
の
障
害
の
程
度
が
、
両
下
肢
も
し
 

く
は
体
幹
の
障
害
に
あ
っ
て
は
特
別
 

項
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
、
心
臓
、
 

じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
に
 

あ
っ
て
は
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
 

ま
で
で
あ
る
者
。
 

尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
選
挙
管
 

理
委
員
会
に
お
間
い
合
せ
下
さ
い
。
 

県
、
市
町
村
共
催
に
よ
り
、
県
下
一
斉
 

駆
除
運
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
 

こ
の
運
動
の
趣
旨
を
十
分
徹
底
し
て
つ
 

ぎ
の
よ
う
な
内
容
の
ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動
 

に
住
民
あ
げ
て
御
協
力
下
さ
い
ま
す
ょ
 

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

運
動
期
間
 

昭
和
 50 

年
2
月
ー
日
（
土
）
よ
り
 

昭
和
 50 

年
2
月
 28 

日
（
金
）
ま
で
 

所
得
税
の
確
定
申
告
と
 

納
税
に
つ
い
て
 

昭
和
 49 

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
 

と
納
税
が
い
よ
い
よ
2
月
 16 

日
か
ら
始
 

ま
り
ま
す
。
こ
の
期
間
は
3
月
 15 

日
ま
 

で
の
ー
ケ
月
間
で
す
．
所
得
税
は
、
自
 

分
で
計
算
し
て
確
定
申
告
を
申
告
納
税
 

制
度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
所
得
の
計
 

算
や
確
定
申
告
に
つ
い
て
、
‘
お
わ
か
り
 

に
な
ら
な
い
方
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
 

会
や
納
税
相
談
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

1
 
青
色
申
告
決
算
説
明
会
及
び
決
算
 

指
導
（
下
田
川
地
区
）
 

の
 
昭
和
 50 

年
2
月
 19 

日
 
午
後
一
時
 

同
 
場
所
 
金
田
町
公
民
館
 

2
 
納
税
相
談
 

の
 
昭
和
 50 

年
2
月
 26 

日
 

午
前
9
時
 30 

分
ー
午
後
4
時
ま
で
 

同
 
税
理
士
会
が
行
う
納
税
相
談
日
 

昭
和
 50 

年
2
月
 17 

日
 

午
前
 10 

ー
午
後
2
時
 

囚
 
場
所
 
赤
池
町
役
場
二
階
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か
 

あ
 

報
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H
H
H

農
 
家
 
の
 

皆
 
様
 

へ
”
H
H
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ク
ー
九
七
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
ガ
 

（
ニ
月
一
日
調
査
）
 

昭
和
五
十
年
二
月
一
日
に
は
、
全
国
 

一
斉
に
農
業
セ
ン
サ
ス
が
が
行
な
わ
れ
 

ま
す
。
 

こ
の
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
 

「
農
業
に
 

関
す
る
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
最
 

も
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
統
計
調
査
で
 

昭
和
二
十
五
年
以
来
五
年
毎
に
実
施
さ
 

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

調
査
は
、
す
べ
て
の
農
家
を
対
象
に
 

行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
 

我
が
国
全
体
の
班
在
の
農
業
、
農
村
の
 

姿
が
は
っ
き
り
と
統
計
と
し
て
と
ら
え
 

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に
農
業
を
 

と
り
ま
く
条
件
は
激
し
く
変
化
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

そ
う
し
た
な
か
で
、
農
林
省
を
は
じ
 

め
と
し
て
県
、
市
町
村
で
は
、
農
地
の
 

整
備
、
農
業
生
産
の
担
い
手
の
確
保
、
 

農
村
地
域
の
生
産
、
生
活
環
境
の
整
備
 

な
ど
、
各
種
の
施
策
を
積
極
的
に
進
め
 

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
効
果
的
に
 

行
な
う
た
め
に
は
、
最
新
時
点
に
お
け
 

る
農
業
の
実
態
を
正
し
く
つ
か
ま
え
て
 

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

二
月
一
日
に
行
な
わ
れ
る
農
業
セ
ン
 

サ
ス
は
、
そ
の
た
め
基
礎
的
統
計
調
査
 

で
す
。
 

調
査
員
が
皆
様
の
お
宅
を
お
訪
ね
し
 

調
査
票
に
基
づ
い
て
い
ろ
い
ろ
調
査
の
 

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
く
だ
さ
 

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
票
に
書
か
れ
た
こ
と
は
 

統
計
を
つ
く
る
た
め
に
だ
け
使
わ
れ
る
 

も
の
で
、
そ
の
他
の
目
的
に
使
う
こ
と
 

は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
 

か
ら
、
あ
り
の
ま
ま
を
お
応
え
く
だ
さ
 

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
 

【
調
査
す
る
事
項
】
 

1
 
世
帯
員
数
、
各
世
帯
員
の
就
労
状
 

況
 

2
 

土
地
利
用
の
状
況
 

3
 
家
畜
や
蚕
の
飼
養
状
況
 

4
 
雇
用
労
働
や
請
負
作
業
の
状
況
 

5
 
農
業
機
械
の
所
有
状
況
 

6
 
農
産
物
の
販
売
状
況
 

7
 
林
業
労
働
 

土
地
利
用
計
画
法
の
実
施
に
つ
い
て
 

土
地
利
用
計
画
法
が
、
昭
和
四
十
九
 

年
六
月
二
十
五
日
、
法
律
第
九
十
ニ
号
 

に
よ
り
公
布
さ
れ
、
施
行
期
日
は
、
同
 

法
附
則
第
一
条
に
よ
り
公
布
の
日
か
ら
 

起
算
し
て
六
ケ
月
を
こ
え
な
い
範
囲
内
 

に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
 

行
す
る
と
あ
る
の
で
、
昭
和
四
＋
九
年
 

十
二
月
二
十
日
を
、
最
終
日
と
し
て
施
 

行
さ
れ
る
の
で
、
土
地
利
用
計
画
法
が
 

施
行
さ
れ
ま
す
と
、
土
地
の
売
買
に
対
 

し
て
、
規
制
さ
れ
ま
す
 
《
土
地
利
用
 

計
画
の
目
的
の
ー
つ
に
（
土
地
取
引
の
 

規
制
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
 

は
、
土
地
を
も
う
け
の
た
め
に
売
買
す
 

る
こ
と
や
、
地
価
の
値
上
り
は
、
わ
た
 

し
た
ち
の
生
活
に
悪
い
影
響
を
も
た
ら
 

し
て
い
ま
す
。
 

こ
う
い
う
こ
と
を
や
め
さ
せ
て
土
地
 

を
正
し
く
使
う
た
め
に
公
共
の
福
祉
の
 

立
場
か
ら
、
土
地
の
売
買
な
ど
の
制
限
 

を
強
め
る
た
め
規
制
区
域
が
設
け
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
》
 
の
で
、
次
の
よ
う
な
 

こ
と
を
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

m
 
す
べ
て
の
土
地
取
引
に
許
可
が
必
 

要
区
域
（
規
制
区
域
）
 

困
 
規
制
区
域
は
五
年
以
内
の
期
間
 

で
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
期
間
を
す
ぎ
て
 

も
必
要
な
場
合
は
さ
ら
に
ひ
き
つ
づ
い
 

て
規
制
区
域
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
 

す。 同
 
規
制
区
域
内
で
土
地
の
売
買
な
 

ど
の
契
約
（
予
約
を
含
む
、
ま
た
は
代
 

金
を
払
っ
て
使
っ
た
り
、
借
り
る
と
き
 

も
同
じ
）
を
す
る
と
き
は
知
事
の
許
可
 

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
遺
産
を
受
け
つ
ぐ
場
合
な
 

ど
（
相
続
、
贈
与
な
ど
）
は
必
要
あ
り
 

ま
せ
ん
。
 

四
 
土
地
を
売
る
人
、
買
う
人
（
貸
 

借
す
る
人
も
同
じ
）
は
、
土
地
の
売
買
 

な
ど
の
予
定
価
格
や
利
用
目
立
な
ど
を
 

明
ら
か
に
し
た
申
請
書
（
用
紙
は
市
町
 

村
に
あ
り
ま
す
）
を
市
町
村
長
を
通
し
 

て
知
事
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん。 
②
 
届
出
が
必
要
な
土
地
の
取
引
 

届
出
が
必
要
な
の
は
、
市
街
化
区
域
 

で
は
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
 

の
他
の
都
市
計
画
で
は
、
五
千
平
方
メ
 

ー
ト
ル
以
上
、
都
市
計
画
以
外
の
と
こ
 

ろ
で
は
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
取
 

引
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
開
発
業
者
が
 

多
数
の
零
細
な
土
地
所
有
者
か
ら
用
地
 

を
買
収
す
る
と
か
、
宅
地
を
多
数
の
人
 

に
分
譲
す
る
場
合
の
よ
う
に
ー
つ
ー
つ
 

の
取
引
の
基
準
以
下
で
あ
っ
て
も
、
ま
 

と
め
る
と
こ
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
よ
 

う
な
場
合
に
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
 

ま
す
。
 

⑧
 
違
反
し
た
人
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
 

す． 
④
 
許
可
を
受
け
な
い
で
土
地
売
買
 

な
ど
の
契
約
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
 

の
懲
役
ま
た
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
 

＠
 
届
出
を
し
な
い
で
土
地
売
買
な
 

ど
の
契
約
を
し
た
り
、
遊
休
土
地
の
利
 

用
な
ど
に
つ
い
て
の
計
画
を
届
出
し
な
 

か
っ
た
者
、
ま
た
は
、
い
つ
わ
り
の
届
 

出
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
‘
六
ケ
月
以
 

下
の
懲
役
ま
た
は
、
三
十
万
円
以
下
の
 

罰
金
 

の
 
届
出
を
し
て
か
ら
六
週
間
以
内
 

に
契
約
し
た
者
は
二
＋
万
円
以
下
の
罰
 

金
 O

 
違
反
行
為
を
し
た
者
が
法
人
の
 

代
表
者
ま
た
は
、
人
の
代
理
人
の
場
合
 

は
、
そ
の
者
の
ほ
か
に
法
人
ま
た
は
、
 

人
に
対
し
て
も
罰
金
と
い
う
よ
う
に
関
 

係
者
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
 

尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
企
画
 

室
の
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

規制区域内での土地売買許可のしくみ 

土地利用審査会 

~ 

意見 '6週間以内に 、 

申請 市町村長一知事ユ＜聾一，溜XO)嬬 

a &C5 /編鮮」f3ti ノ 
、土地の予定価格 、許可基準 ノ 
、利用目的 
、その他の総理府令に 
定める事項 
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